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警　告


本作品には性的表現が含まれます。


１８才未満の閲覧はお断りします。




お読みになっている最中にストレスを感じた場合は、


読むのを中止して頂くようお願いします。

なお、本作品を読まれたことにより生じる

いかなる物理的・精神的現象についても

作者及び関係者は一切の責任を負いません。




この作品はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係ありません。








mission01：作戦行動準備





「パンツちょうだい」

　文字で書いたらたったこれだけ。ほんの八文字の短い言葉。

　でも、こんな短い言葉を口にする事が出来ない。当たり前だけど。

　でも、僕は欲しくて欲しくてしょうがない。かわいい生徒のパンツが欲しくてたまらないんだ。




　それなりに名前の知れた高校に入学して、その高校でそれなりにいい成績を続けている僕。そんな僕に家庭教師やってみないかって話があった。べつに大したことじゃない。近所でよく知ってる奴に勉強教えてやってくれってこと。

　その子たちは中学一年と小学六年の男の子の兄弟。ずっと小さいときからよく知ってるし、誰よりも仲がいい。そんな二人だけど、これがまたなかなか悪党……特に弟の方。よく親が学校から呼び出されたりしてる。そんな弟に手を焼いたのか、面倒を見るのを僕に押しつけようって魂胆かなぁ、なんて思ったりもした。

　まぁ、この兄弟とは古いつきあいだから、それこそこの弟の方がおねしょしてた時も知ってる。だから、僕の言うことはよく……でもないけど、まあまあ聞くって訳で。

　まあ、多少のお小遣い稼ぎになるのかな、そんな気持ちで引き受けた。それが事の始まりかな。




　この兄弟、これがまたなんだかかわいいんだよな。弟のほうは、もう、やんちゃのひと言かな。夏になったら真っ黒に日焼けして、それが冬になっても残ってるって感じの色黒で、年中どっかに怪我をしてる。どう考えても今時の都会の子……僕等が住んでる街って、それなりに都会の方なんだけど……よりは、ゲームかなんかに出てくる、昔のシャツ一枚で虫取り網持って走り回ってる方が似合うような感じだったりする。

　一方、兄貴の方はそんなやんちゃな弟に手を焼かされてるって感じ。何かあったら弟を引っ張って謝りに行かせるのは兄貴の仕事だったりする。もちろん親も行くんだけど、親だけじゃ、あの弟を押さえつけとくことができないようだし。

　そんな二人の面倒を見ている僕は、そんなに力が強い訳でも何でもない。むしろスポーツは苦手だし、バレーボールなんかすると、トスに成功する回数より顔面でトスする回数の方が絶対多かったりする。気が小さいし、背も小さい。勉強は……最初に言ったようにそれなりに出来る方。たぶん、一般的に見たら、どう考えても弟の方の面倒なんか僕に見られるはずはないって思われるだろうなって感じかな。

　でも、なぜかそれが大丈夫なんだよな……二人にはお兄ちゃんって呼ばれてるし。

　いや、家庭教師の時にはちゃんと「先生」って呼ばせてるよ。でも、なんとなくあの二人に呼ばれてるのを文字にしたら、「センセー」ってなりそうな気がするけどね。

　そんなわけで、僕はちょっとしたお小遣い稼ぎに、そしてあの二人の親にしてみれば厄介者を僕に押しつけられて、そしてあの二人にすれば、有名進学校に進学した僕と会える機会が減っていたのが、週二回は会えることになるってことで、それぞれがそれなりにおいしい思いをするなんて考えて、家庭教師ってことになったんだ。




　まぁ、お金もらってするんだから、それなりに勉強教えます。もちろん。

　でも、ねぇ……兄の方はともかく、弟が……

　初めは同じ時間で兄と弟の勉強をいっぺんに見ていたんだけど、もう、弟がすぐに飽きて遊びだしたり、兄に教えてる僕にちょっかいだしに来たりするから、家庭教師にならない。だから、兄を教える時間と弟を教える時間に分けてもらったんだ。




　まずは、兄の方。こっちはそんなに問題ない。

　まぁ、素直に言うこと聞くし、もともと頭はいい方だから、ちょっと教えてあげたらすぐに理解する。学校で分からなかったこともちょっとヒント出してあげたら、

「ああ、そっか」

　とか言って理解してくれる。ま、こっちは大丈夫。




　問題は……弟。

　まず、机に向かわない。

「ね、いいからゲームしようよ」

　とか言いながら、僕の腕を引っ張る。

「だ～め」

　とか言って、無理矢理机に座らせる。あきらめたのか、鞄をあける。取り出したのは……マンガだったりする。

「没収」

　そう言って取り上げると、

「何だよ、返せよ」

　とか言ってじゃれついてくる。別にマンガを読みたい訳でもホントに返して欲しい訳でもない、ただ、じゃれつきたいって感じ。

　学校でもこんな感じなのかなぁ、とか思いながら、時には頭をはたいたりしながら何とか教科書に向かわせる。ま、頭をはたくのは、ホントの家庭教師とかだったらまずいんだろうけど、そこはそれ、僕とこの兄弟の仲だから。

　しかし、頭は悪くないはずなんだけどなぁ……全然進まなかったりする。なんていうか、知恵はある子だから、その気になったら勉強も出来るようになるんじゃないのかな、とか思うんだけど、なかなかやる気にならない。なだめてすかしておどして……ようやく少しだけ進むって感じかな。




　ほんと、疲れる。これであのお給料じゃぁねぇ……




　でも、僕が家庭教師を続けている理由は、お給料の額じゃないから。




　僕が欲しいのはお金じゃない。




　この兄弟のパンツ、それが僕の最大のターゲットだ！









mission02：作戦立案行動




　僕はブリーフが好きだ！

　なんかこんなこと宣言したら変態みたいだけど、そうじゃない。いや、変態かもしれないけど、好きな物は好きなんだから仕方がない。

　僕は今でもずっとブリーフを履いている。ブリーフといえば、やっぱり基本は白じゃないとね。でも、さすがに高校生にもなって、体育の着替えの時に白いブリーフは恥ずかしすぎるので、そういう時は黒いちょっとかっこいい形のやつにしてる。でも、そういうことがない日は、絶対白。さらに言うと……ちょっと黄色いシミとか付いてると最高だ！

　ま、こんな自分は変態っていう部類になるんだって自覚はあるよ。

　でも、他にもそういう人がいることは知ってる。ネットで検索すればそういうサイトもいっぱいある。

（どこそこのサイトで誰々のブリーフ画像がアップされてる）

　だとか、

（どこそこのオークションにシミ付きブリーフが出品されてる）

　とかいう情報はごろごろしてるし、どこのパンツが一番いいか、なんてことを議論してる掲示板も知ってる。僕もカキコしたことあるし。

　そんなブリーフフェチな僕（もう開き直ってますから）にとって、実はあの二人は恰好の獲物なんだよね。だってあの二人、あの二人もブリーフ派だから！

　なんでトランクスとかにしないのかって聞いてみたいと思う。でも、聞けない。だって、そんなこと聞いたら

「お兄ちゃんもブリーフじゃん」

　って言われるのが目に見えてるもん。聞きたいんだけどね……

「じゃ、なんでお兄ちゃんはブリーフなの？」

　なんて聞き返されたら答えに困っちゃう。

「やっぱ、男の子はブリーフっしょ？」

　なんて言ったらどう言われるのかな。そもそも高校生のくせに男の子っていうのもなぁ……




　ってことで、言いたい訳さ。

「パンツちょうだい」

　って。




　パンツもらってどうするか……

　ブリーフという、優秀な下着が廃れていくのを見ていられない。そんなすばらしい下着があったことを後世に伝えるために保存するんだ。




　なんてこと言う訳がない。




　そうです。お察しの通り、それでするんですよ。オナニーを。




　僕はブリーフのにおいをかぎながらオナニーするのが大好きなんだよ。特に、前がちょっと黄色いシミになってたりしたら最高だよ。そんなブリーフを手に入れて、前のシミがちょうど鼻のところにくるように頭からかぶって、しごく。それが僕が一番好きなオナニー方法。そんなブリーフどこから手に入れるのかって？

　まぁ、普段は仕方がないから自分のでしてる。もちろん、他の誰かのブリーフだって想像しながらね。その想像の中に出てくるのは、だいたいあの二人。たまには他の人のブリーフ姿……クラスの中のかわいい奴とか……を想像することもあるけど、結局はいつもあの二人のところに帰ってくる。僕は浮気はできない性分なんだよ。

　普段じゃないときは……まぁ、ねぇ。

　ここだけの話、さっきのオークションなんかで絶対に欲しい！って思うような上等品が出る時があるんだよね。最初は真っ白だったんだろうけど、履き古して全体が少し黄ばんでて、そして股間のところに黄色くシミがあるようなやつ。そういうブリーフが僕に競り落として！って言ってる時があるんですよ。

　そういうときは、あるアドレスにメールする。

「ああ、私だ。今回の任務は、どこそこのオークションのこの商品を必ず落札するように」

　って感じでね。

　すると、しばらくたってメールが来る。

「○月○日○時、例の場所で」

　僕は指定された日にその場所に行く。そこで僕の工作員が待っているんだ。ブツの受け渡しのためにホテルに向かう。ホテルの部屋でブツを確認する。においをかいで、そして、履き心地も確認するんだ。

　工作員への報酬も忘れない。工作員は、そのブツを身につけた僕をベッドに押し倒す。ブリーフを丁寧に下ろして、そして……

　お尻の中に出させてあげて、今回の計画完遂。そうやって、僕のコレクションは増えていく。




　僕の次のターゲットはあの二人……そのつもりなんだけど、さすがにやっぱり「パンツちょうだい」は言えない。それって「僕は変態です」って言ってるのと同じでしょ？

　だから、家庭教師をしながら、僕はそのチャンスを伺う。ブリーフをゲットする作戦を練る。それも、僕の目の前でブリーフを脱がせて、それをブリーフゲットするんだ！

　それが、Ｐ２ゲット大作戦だ！

　でも、どんな方法でゲットできるのか……それをずっと考えている。考えているだけで、もう二ヶ月も経っちゃった。でも、いい考えが思いつかない。




　たとえば「嵐の誕生日」作戦。

「今日、僕の誕生日なんだよ」

「じゃ、なんかプレゼントしないと……お兄ちゃん、なにが欲しい？」

「洋平のパンツがいい」

　あ、洋平ってのは、弟の方の名前ね。ちなみに兄は公平。

　こんな作戦、うまく行くはずがない。

「え～お兄ちゃんって変態さん？」

　きっとそう言われて、今までお兄ちゃんって呼ばれてたのが、それから先はずっと変態さんって呼ばれるようになるのがオチだ。




　それじゃ、「砂漠の飲み物ぶっかけ」作戦。

「え、ここがわからないの？」

　とか言いながら、公平が向かっている教科書に頭を近づける。そのとき、机に置いてあった飲み物をわざとひっくり返す。

「ああ、ご、ごめん」

　そう言いながらあわてて拭こうとする僕。

「あ、ズボンにもこぼれちゃったね……しみになると大変だから着替えちゃいなよ、パンツもね」

　馬鹿ですか？　なんでズボンが濡れただけでパンツも替えるんだよ……

「パンツまで替えなくてもいいよ」

　しかも、どうやって脱いだパンツもらうんだよ……はい、おしまい。




　なかなか目の前で、さりげなく生脱ぎしてもらってそのパンツもらえるようないい作戦は思いつかなかった。





mission03：諜報活動




（どうしたらいいのかなぁ……）

　珍しくちゃんと机に座って問題を考えている洋平の横顔をそれとなく見つめながら、僕はずっと考えていた。このきれいな顔……黙ってまじめな顔をしてたら美少年って言えないこともない。

（この洋平のパンツ、欲しい）

　僕の視線が洋平の下半身に移動する。今は普通にズボンはいてるから見えないけど、その奥に隠されているパンツを想像する。何度か見たことがある洋平の体……張りがあってつるつるすべすべの肌、少し日焼けの跡が残ってる太股、そこに真っ白なブリーフが光っている。そんな想像をすると勃起する。でも、べつに平気。洋平は気が付いていない。公平には見つかったことがある。

「センセー、なに考えてんの？」

　盛り上がったズボンの股間を見つめながらそう言われたっけ。でも、それ以上なにも言わなかった。だから、大丈夫かな、とか思って……

　それから何回か勃起してるとこ見られた。公平はそれに気が付いてもなんにも言わなかった。だから、僕は公平を教えてる時は平気で勃起させてる。ちょっとやんちゃな洋平に比べると、少しだけ大人っぽい公平。それはそれですごく気になる。その横顔を見て、やっぱり想像してしまう。少しだけ筋肉が付いてきてるような体は洋平とはだいぶ違う。そんな公平の体に白いブリーフ。そして……股間に黄色いシミなんかあったら……




　実は、公平のパンツに黄色いシミがあるのを見たことがある。もっとも、履いてる時じゃないのが残念だけど。洋平が僕に見せたんだ。

「ほら、兄ちゃん漏らしたんだよ」

　とか言って、僕の目の前にその白いブリーフを広げたんだ。公平は恥ずかしくて、それを洋平の手から奪おうとする。でも、それをひらりとかわした洋平は、部屋の中を走り回る。そんな騒々しい二人の前で、僕は幸せを感じていた。

（あの公平がお漏らししてシミつけてる……）

　完全に勃起していた。そして、そのブリーフ、絶対に欲しいと思った。

　もちろん、思っただけで終わっちゃったけどね。




「センセー」

　洋平が僕を呼んでいるのにようやく気が付いた。

「なにぼぉっとしてるの？　お母さんが呼んでるよ」

　僕はあわてて振り返った。この二人のお母さんが立っていた。

「勉強中ごめんなさいね。ちょっと二人に話があるの。いいかしら？」

　僕はあわててうなずいた。おばさんは二人を呼んで、部屋から出ていった。僕は部屋に一人取り残された。

（はぁ……勃起してるの見られたかなぁ）

　そんなことを思いながら、椅子の背もたれに体を預ける。ぎしっと音がする。そのまま背中を反らせる。部屋の隅の小さなクローゼットが逆さまに見えた。

　どきっとした。

（アソコニフタリノぱんつガハイッテルンダ）

　どうかしてるって思うならそう思えばいいよ。でもさ……欲しくて欲しくてたまらないブリーフが、今、あそこにあるんだよ。そして、この部屋には誰もいないんだよ？




　男なら行動あるのみだ！




　僕は椅子から立ち上がって、クローゼットの扉を開いた。




　クローゼットは棚で上下に仕切られている。上半分と下半分はほとんど同じ感じ。プラスチックのボックスみたいなのがあって、半透明の引き出しが三段ずつある。その横や上にはいろいろと物が詰め込まれている感じだった。特に、下の段には隙間が見えないくらいにごちゃごちゃといろいろ詰め込まれている。

（上の段が公平で、下の段が洋平だな）

　ひと目で分かった。

　そして、僕はしゃがみ込んで、下の段にある三つの引き出しの、一番下を開いてみた。そこには……

（あった……）

　白いブリーフが折り畳まれた状態で並んでいた。お母さんが入れてるのであろうそのパンツ達は、きれいに並べられていた。その一つを手に取ってみる。そして、広げる。目の前にあこがれのブリーフが……ただ、残念なのは、洗った後だってこと。でも、僕はその股間の部分を鼻に押し当てて思いっきり吸い込んでみた。

　残念ながら、洗濯した後のにおいしかしなかった。

　元に戻そうとそれを畳む。他のパンツみたいにきれいには畳めてないけど、まぁ分からない程度には畳めたかな。そして、それを引き出しに戻そうとしたとき、半透明のプラスチックの引き出しの底のさらに下に、何か赤いものが透けて見えているのに気がついた。引き出しを抜き取ってみた。そこには赤い油性マーカーが転がっている。僕はその油性マーカーを拾ってシャツの胸のポケットに入れた。そして引き出しを戻す。

（今度は公平のだ）

　目の前にあの黄色いシミがついた公平のブリーフが浮かんだ。

　立ち上がって、上の段の一番下の引き出しを開く。やっぱり上の段も下の段と同じようにそこにパンツがしまってあった。一番手元に近いのを一つ取り出そうとした。

　そのとき、二人の話し声が聞こえた。

　僕はあわててパンツを元に戻して引き出しを閉めた。クローゼットの扉を閉じて、椅子に座ったのと二人が部屋に入ってきたのがほぼ同時だった。

「ごめ～んセンセー」

　洋平がそう言って、椅子に乱暴に座る。ぎしっと大きな音がした。

「ほら、いいから続き」

　僕がそう言った時だった。

「あれ、センセー、それ……」

　洋平が僕の胸のポケットの油性マーカーを指さした。

　しまった、何となくポケットに入れたままだった。

「あっ」

　公平が驚いたような声を上げた。無くした油性マーカーが見つかったからなのか、僕が持っているのを見てびっくりした感じだった。

　何とか取り繕わないと……どこにあったかなんて聞かれたら……でも、あんなところに落ちてたなんて知らないだろうから、適当にごまかすことにした。

「ああ、机の下に落ちてたよ」

　僕は油性マーカーを洋平に手渡した。

「ふーん、机の下にねぇ……」

　洋平が僕の顔を見た。どきっとした。なんか、疑われてる？

　でも、洋平はすぐにまた参考書に向き直った。

　ちょっとどきっとしたけど、別に大丈夫みたいだった。それにしても、今日は珍しく洋平がまじめだ。と思っていた矢先だ。

「センセー、ちょっと目つぶって」

「ん、なんだよ……ちゃんと問題解けよ」

「もう終わったよ」

　洋平がとんとんとノートの上を指で叩いた。確かに今日の課題は終わっている。

「いつもこんな風にまじめにしてたらいいんだけどな」

　僕がそう言うと、少しだけ頬を膨らます。

「終わったんだからいいでしょ？　目つぶってよ」

　別に断る理由もない。その通りにする。

「口開けて」

（何なんだ？）

　そう思いつつも口を開く。と、何かがつっこまれた。思わず目を開く。あの油性マーカーだった。

「なにするんだよ」

　少し声が大きくなってしまった。

「おいしかった？」

「おいしいわけないだろ」

　洋平のにやっとした顔は、さっきまでの珍しくまじめな表情とは違い、いつもの表情だった。

「ったく……」

　僕は洋平の頭を軽く小突いた。







　その日のオナニーのネタは、当然洋平のパンツだ。

　鼻に押し当てて嗅いだにおい……あれが脱いだすぐ後だったらなぁ……ちょっと酸っぱいようなにおいを想像しながらしごいた。いつもより量が多かった。







　それからしばらくはそんなこともなく、普通に家庭教師をしていた。もちろん、Ｐ２ゲット大作戦に進展はなかった。

　でも、ブリーフの神様は僕に微笑みかけてくれた。

　それは……





mission04：お風呂の荒鷲作戦（Part 1）




「じゃ先生、よろしくお願いしますね」

　おばさんがなんだか仰々しく僕に言った。おばさんの向こうの玄関のドアは開いてて、その向こうにおじさんが車の運転席で待っている。

「わかりました。大丈夫です」

　僕がそう言うと、おばさんは玄関から出ていく。ドアが閉まる音。やがて、車の音。

　おじさんとおばさん、つまり公平と洋平の両親は、今日から親戚の家に行く。帰ってくるのは明後日の午後らしい。ちょうどこの三連休の真ん中の日に、その親戚のところの子供が結婚するらしい。公平と洋平も連れて行きゃいいのに、なぜか置いていく。そして、その面倒を誰が見るのか……僕に白羽の矢が突き刺さったというわけ。

　はっきり言ってこの話を聞いたときは面倒なことになったと思ったよ。だって、あの二人と三日間も一緒にいて、しかも面倒を見なきゃならないなんて……

　でも、さぁ……そうだよ、チャンスだよ。ついにＰ２ゲット大作戦、コンプリートのチャンスがやってきたんだ！




　そんなわけで、いろいろと作戦を練った。

　といっても、脱ぎたてパンツをお風呂の時に手に入れるってだけなんだけどね。




　その日、僕はコンビニの袋に一日分ずつの着替えを入れたのを二つ準備した。それをバッグの中に入れる。そして、二人の家に来た。

　おじさんとおばさんは、僕が来るとすぐに出発した。そして、この家に三人だけになったってわけ。




「じゃ、お風呂入ろうか」

　いや待て、今何時だ？　まだお昼にもなってないじゃん……

　僕は涙を飲んで、そのせりふを飲み込んだ。




　とりあえず、お昼までＤＶＤ見て、お昼は近くでハンバーガー食べて（一応、おばさんからお金渡されてたし）、そして午後は洋平の希望で近くの河原で軽くキャッチボール。というよりは、僕がボールをぶつけられる。

　この三人の中では、洋平がダントツで運動神経がいい。普通以上の運動神経だ。公平はまぁ並かな。僕は並以下……って言ったら並に失礼かもしれない。

　それを知ってるから、公平はキャッチし易いように投げてくれる。でも、洋平は容赦なしだ。いや、むしろ僕にぶつけようとする。

（むしろイジメ？）

　そう思わないでもない。でも、夜には今履いてるパンツを……

「うが……」

　勃起したところにモロにボールが当たった。僕は股間を押さえてしゃがみ込んだ。公平と洋平が駆け寄ってきた。

「大丈夫？」

　そう声をかけてきたのが公平。そして、洋平が僕の股間をまじまじと見つめる。

「ごめんね、つぶれてない？」

　そう言いながら、僕の股間を握ってきた。

「あ、こら」

「お兄ちゃん、勃起してる～」

　でかい声でそう叫んだ。僕は真っ赤になった。




　河原でのキャッチボール羞恥プレイが終わると、三人ともうっすらと汗をかいていた。家に戻って夕食までの間はゲームをする。夕食はおばさんが作っておいてくれたものを電子レンジでチンするだけ。そして、待望のお風呂タイムだ！

　口の中が乾いている。唾を飲み込んで、僕は言った。

「お、お風呂入る？」

「お湯入れたの？」

「へ？」

　そう、お風呂入るにも準備がいるよね、普通は。それを忘れるくらい、僕は舞い上がっていたんだ。

「お風呂準備しといてよ」

　洋平がリビングのソファに寝転がってテレビを見ながらそう言った。

「なんで僕がしなきゃならないんだよ」

「だって、お兄ちゃんが僕等の面倒見てくれるんでしょ？」

（そりゃそうだけど……）

「僕等の面倒見るってことは、僕等の召使いじゃん」

「おい」

　さすがにちょっとむっとした。でも、洋平はおかまいなした。

「ほら、早く」

　ここで言い合いになってお風呂入らない、なんてことになったら大変だ。Ｐ２ゲット大作戦が台無しになる。僕はこらえてお風呂の準備をする。公平が手伝ってくれた。




「ほら、お風呂入れるよ」

　お風呂に手を突っ込んで湯加減を確かめながら、僕は叫んだ。洋平はあれからずっとテレビを見っぱなし、公平は夕食後の皿を洗ってくれた。

「ちょっと洋平、がつんとやらなきゃなぁ……ったく」

　僕は浴室でそうつぶやいた。そのとたん、どたどたという音が洗面所に響く。次の瞬間、浴室のドアが勢いよく開いて、洋平が最初に、その後に公平が飛び込んできた。二人は勢い余って僕の体にぶつかった。僕は浴槽の中に倒れ込んだ。

「あ～あ、お兄ちゃん服着たままなにしてんだよぉ」

　洋平が少し不満げな声をだす。僕はごほごほと咳き込んだ。

「なにやってんだって、こっちのせりふだろうが」

　僕は本気で怒った。でも、次の瞬間、その怒りを忘れた。洋平も公平も全裸でそこに立っていた。全く隠すこともなく、全部さらけ出していた。

　二人の裸ならいくらでも見たことはあった。でも……それはあくまでもちらっと見える程度。今、目の前に二人のちんこがぶら下がっている。僕は思わずまじまじとそれを見てしまう。

「どこ見てんだよ、もう」

　はっと我に返った。

「お前ら、少しはおとなしくしろよ」

　しかし、そう言った端から、洋平がどぼんと浴槽に飛び込む。お湯があふれ出て、濡れた僕の服をさらに濡らす。

「へ～んだ」

　そして、両手でお湯をすくって僕にかけてくる。

「こらぁ」

　僕はあわてて浴室から避難した。

　浴室のドアを閉める。ドアの向こうから、公平と洋平が話している声が聞こえてきた。洗面所には洗濯機が置いてある。そして、さっきの二人の全裸が脳裏に浮かぶ。

（ってことは……）

　僕は音を立てないように注意しながら洗濯機のふたを開けた。中をのぞき込む。

（あった）

　心の中で叫んだ。他の服の下になってるけど、絶対、ブリーフだ。

　まだこの状態では洋平のものか、公平のものかは分からない。

「お兄ちゃん何してんの？」

　浴室の中から、洋平の声がした。僕はあわてて自分の濡れた服を脱ぐ。

「お前が濡らした服を脱いでるんだよ」

　そして、僕は洗濯機の中のブリーフを摘んで引っ張ってみた。

（やっぱり……）

　そして、その下にもう一枚。

　その二枚のブリーフをひっつかんで、僕は洗面所を出た。




　二人の部屋で、僕はそのブリーフを広げてみた。真っ白いブリーフが少し小さかった。それよりもちょっとだけ大きい方のブリーフは、ゴムの部分に青いラインが入っている。

（こっちが洋平の……）

　白い方の股間の部分を鼻に押し当てて大きく息を吸い込んだ。少し甘酸っぱいにおいがする。

（そしてこっちが公平の……）

　青いラインの入ったブリーフを目の前で広げてみた。股間が少し黄色くなっている。僕はその部分を鼻に押し当てた。

　いつまでもずっとそうしていたかった。でも、僕もそろそろお風呂に行かないと……

　僕は二枚のブリーフを丁寧に畳んだ。そして、自分の着替えを入れてきたコンビニの袋から着替えを取り出し、その中に畳んだブリーフを入れる。袋を鞄の底に大切にしまう。

　そして、僕はブリーフ一枚になって、浴室に向かった。





mission05：お風呂の荒鷲作戦（Part 2）




　お風呂はまるで戦場だった。お湯の掛け合い、水の掛け合い、シャンプーの泡爆弾。洋平のまったくの無防備な股間は何度もさりげなく触れることができた。

　一方、公平の方は、初めはそうでもなかったけど、偶然のふりをして何回か触ると、意識したのかそのあとは少しガードが堅くなる。僕はもちろんしっかりガード。でも、最後にはみんな触り合いになる。夢のような時……そんなささやかな幸せを感じていた僕の股間が勃起しそうになって、その幸せな時間をあわてて打ち切った。

「ほら、いつまで遊んでるんだよ」

　僕は二人の体についた泡をシャワーで洗い流して先に風呂から上がらせる。最後に自分の体をゆっくりと洗い流す。そして、浴室に飛び散っている泡も流して、後かたづけをする。

　脱衣所にはすでに二人の姿はなかった。体を拭いて、パンツを履く。洗濯機のふたをもう一度開けてみる。バスタオルが無造作に放り込まれている。ブリーフがなくなっていることには気が付かなかったろうか……

（きっと大丈夫）

　僕は家から持ってきたパジャマを着て、彼らの部屋に戻った。




　部屋に入って、僕はびっくりした。二人とも、ブリーフ一枚だった。

「お前ら……パジャマくらい着ろよ」

　二人のブリーフ姿を見ながら、僕は心にもないことを言う。一応……お兄ちゃんとしてはそう言わないと……

「いいじゃん、涼しいし」

「風邪ひくだろうが」

　なにが涼しいだ。そりゃ、お風呂から上がったばっかりで体は暖まってるけど、涼しいとかって季節じゃない。僕は二人の横に座り込んだ。

「もう……」

　洋平がぶつぶつ文句をいいながら立ち上がる。公平も僕の目の前で立ち上がった。公平のブリーフに包まれたお尻が目の前にあった。

　突然、洋平が公平のブリーフに手をかけて一気にそれを下ろした。目の前の白い布が一瞬でなくなり、白い公平のきゅっとしまったお尻が現れた。

「な……な、なに……」

　言葉が出てこなかった。目の前に公平のお尻。生尻がある。僕はそこから視線をはがすことができない。

「ほら、やっぱりお兄ちゃん、お尻見たかったんだ」

　洋平の声が聞こえた。

（や、ヤバいって……）

　僕は一生懸命冷静になろうとした。しかし……

「あ、これなに？」

　いつの間にか、洋平が僕の鞄の中を探っていた。そして、小さく丸めたコンビニの袋を手に持っている。

「こ、こら、なにやって……」

　僕はあわててその袋を奪い取ろうとした。でも、僕が手を伸ばしたところに運悪く公平が移動する。僕の手が公平のお尻をつかむことになる。その感触……すべすべしていて、弾力があって、柔らかくて堅くて……こんな時じゃなかったら、僕はそこから手を離すことができなかったろう。

　僕は公平のお尻から無理矢理手をひっぺがして、洋平の方に手を伸ばした。しかし、洋平はすでにその袋の中身を取り出し、広げていた。

「あれ、なんで僕と兄ちゃんのパンツがこんなとこに？」

「そ、それ、僕ん家で洗濯しようと思って」

　訳の分からない言い訳がとっさに出てきた。

「なんでパンツだけお兄ちゃんが洗うの？」

　洋平がすぐに突っ込んできた。

「あ、いや、だから……その……」

　なにも言えなかった。

「じゃ、僕がお兄ちゃんのパンツ洗ってあげるから、交換しよ」

　そう洋平が言ったのを聞いて、僕はほっとした。

（なんとか……ごまかせたかな）

　ここで断ると話がややこしくなりそうだったので、僕は素直にさっき脱いだ着替えを入れていたコンビニの袋からブリーフを取り出した。

　洋平は僕のブリーフを受け取った。

「ほら、お兄ちゃんのパンツ」

　洋平は、それを公平に手渡した。公平はブリーフを膝まで下ろした恰好のままで、それを受け取る。

「ほら、早く」

　公平が僕のブリーフをつまんで広げる。次の瞬間、それを頭にかぶった。

「お、おい」

　僕は思わずそのブリーフを奪い取ろうとした。でも、洋平が公平の腕をつかんで引っ張ったため、僕の手は空を切った。

「ほら、お兄ちゃんに見てもらいなよ」

　そして、洋平は公平の体を反転させた。公平は……勃起していた。

「な……」

　言葉が出てこない。公平のちんこはぴくぴくと脈打つように揺れている。

「こっちも見せなよ」

　もう一度、洋平が公平の体を反転させる。そして、少し前屈みにさせ、お尻に手をかけて、そこを開いた。赤い何かが公平のお尻のところにあった。

「自分で開いて」

　洋平が公平に言う。公平は自分の手でお尻を開く。まるで洋平の言いなりだった。

「ほら、お兄ちゃん。これ、なにか分かる？」

　公平のお尻の穴のところにあった小さな赤い物を洋平がつまむ。そして、それを引っ張ると、公平のお尻の穴から……

「あ……」

　油性マーカーが出てきた。あのとき、僕が見つけたあの赤いマーカーだった。

　僕がそのことに気が付くと、洋平はそのマーカーを公平の穴に押し込む。

「うっ」

　公平が小さな声を出した。

「ほら、自分でしなよ」

　洋平にそう言われて、公平は自分の手で油性マーカーを握る。そして、ゆっくりとそれを中に押し込んでいく。

「ほら、大好きなお兄ちゃんに、いやらしいオナニーしてるの見てもらいなよ」

　公平はこっちを向いて床に座り込んだ。そして、足をあげて、僕に穴に入っている油性マーカーが見えるようにする。右手でマーカーをゆっくりと引き抜きながら、左手で勃起したちんこをしごいている。頭に僕のブリーフをかぶったままだった。

「お、おい……なにやってんだよ」

「なにって、いつものことだよ」

　固まっていた僕がようやく尋ねた質問に、洋平は簡単に答えた。

「お兄ちゃんだって、同じようなことしてるんでしょ？」

「な、なんでだよ」

　僕はあわてて反論する。

「僕は……僕は変態じゃない」

　そう言ってから、これって公平を変態って言ってることになるってことに気が付いた。

「そ、その……」

　言い直そうと思ったけど、なんて言えばいいのかわからなかった。

「僕等のブリーフ、欲しかったんでしょ？」

　洋平が言った。

（な、何でバレてるの？）

　焦った僕は、ますますなんて言えばいいのか分からなくなる。

「わかってたんだよ、前にお兄ちゃんが僕等のブリーフ盗ろうとしたこと」

「盗ろうとした訳じゃない」

　そう言ってしまってから、罠にはまったことに気が付いた。

「あの赤いペンね……ボックスの下にあったでしょ？」

　赤い油性マーカーは、確かにプラスチックのボックスの半透明の引き出しの下にあった。

「あそこに隠してたんだよ、兄ちゃんの道具。なんでお兄ちゃんはそんなとこ開けたの？」

　僕はなにも言わなかった。いや、なにも言えなかった。

「兄ちゃんはね、パンツかぶってオナニーするのが大好きなんだよ」

　僕は公平の方を見た。公平は、さっきからなにも言わずにひたすら赤い油性マーカーを動かしながらしごき続けていた。





mission06：お風呂の荒鷲作戦（Part 3）




「ひょっとしたら、お兄ちゃんも同じなのかなぁって思ってさ」

　洋平は、真っ白いブリーフ、洗濯機の中にあった洋平のブリーフのゴムのところに指をかけて、それをぐるぐる振り回しながら言った。

「そしたら、やっぱりお兄ちゃんブリーフ盗ってるし」

　ブリーフを振り回すのをやめる。ブリーフは、洋平の手にだらしなくぶら下がる。まるで降参したことを表す白い旗のようだった。

「このこと、人に言われたくないなら、お兄ちゃんも脱いでよ」

　後から考えたら、なんとかごまかすことも出来たかもしれない。でも、そのとき、僕は洋平の言葉に従った。パジャマの上着を脱いで、ズボンを下ろした。

「それ脱いでこっちに渡して」

　洋平の目の前で僕はブリーフを下ろした。いつの間にか、公平も頭にかぶっていたブリーフを外して、僕が脱ぐところを見ていた。

「はい……」

　左手で股間を隠しながら、僕は洋平にパンツを手渡した。

「その手、どける」

　洋平の命令だった。僕はその命令に従った。そこは、勃起しかけていた。

「兄ちゃんと一緒じゃん」

　洋平は、脱ぎ立ての僕のパンツを公平に手渡した。

「それでいつもみたいにしてよ。お兄ちゃんにも見せてあげて」

　公平は、僕のパンツを広げて、ちょうど股間の部分が前になるようにして、それを頭からかぶった。股間の部分が鼻と口の間くらいのところになるように調整する。そして、その部分が内側から何かに押されるように盛り上がった。

「ね、兄ちゃんって変態でしょ。パンツの中、舐めるんだよ」

　盛り上がっていたのは、公平がパンツの内側に舌をはわせていたからだった。

「僕のパンツでこんな変態してたんだから……笑っちゃうよね」

　ということは、そんな風に洋平のパンツを使ってオナニーしているところを洋平に見つかって、それ以来、こんな風に……

「だから、兄ちゃんはオナニーする時は僕の言うこと聞くんだよ。変態なことさせると喜ぶんだよ」

（そういうことか……）

「お兄ちゃんもしたいんでしょ？」

「えっ？」

「ほら、しなよ」

　僕が洗濯機の中からとりだした、洋平の白いパンツを僕の足下に投げる。

「ほら、拾え」

（だめっ！）

　理性がそう言っていた。でも、僕の体がそれを拾い上げた。

「かぶれ」

　洋平に言われる前からそうするつもりだった。僕は目の高さにそのブリーフを掲げ、ゴムのところに指を入れて広げた。股間の部分が顔の前に来るようにそれを頭からかぶる。洋平と公平も僕を見ている。さっき公平がしていたように、ブリーフの股間部分に内側から舌を這わせてみた。

（ここに洋平のちんこがあるんだ……そして、おしっことかでシミになったり……）

　僕のちんこも勃起していた。

「ひざまづけ」

　僕はその命令に従う。

「ほら、舐めろよ」

　ブリーフの前に何かが押しつけられた。それは熱く、堅いものだった。

（洋平のちんこだ……）

　僕の股間にも、なにかが触れる。頭にかぶったブリーフの隙間から、僕の前にしゃがみこんで、僕の股間を舐めている公平のブリーフをかぶった頭が見えた。

「ほら、公平のペン、動かしてあげなよ」

　僕は公平の穴に入ったままの油性マーカーに手を伸ばし、それを引き抜こうとした。

「いっ」

　公平の声がした。どうやら、ちょっと痛かったみたいだ。僕の手を押しのけるように洋平の手が延びる。洋平はマーカーを公平から引き抜いた。

「お兄ちゃん、入りやすいように、ペンを舐めてあげてよ」

　それを僕の口に押し当ててきた。ぷん、とにおいがする。どこかで嗅いだにおいだった。

「前にも舐めたでしょ？」

（そうだ、あのとき……）

　油性マーカーを見つけたあの日、僕はそれと知らず、このマーカーを舐めさせられていたんだ。あの時、洋平と公平はどんな気持ちでこのマーカーを舐める僕を見ていたんだろう……僕は口を開いてそのマーカーを受け入れた。

（これが公平の味……）

　それを丹念に舐める。そして、手探りで公平の穴に挿入した。

「ん……」

　公平の声がする。それを奥まで入れる。そして、また引き抜く。

「どう、公平。気持ちいい？」

「気持ち……いい」

　公平が小さな声で答えた。

「ほら、公平、お兄ちゃんに入れて欲しいんでしょ？」

「はい」

　いつの間にか、洋平が公平のことを「兄ちゃん」ではなく「公平」と呼んでいた。僕の股間をブリーフ越しに舐めていた公平が、体の向きを変える。公平は僕の勃起したちんこを自分の穴に導いた。洋平が僕の前から離れた。

「あぁ」

　公平が僕の股間にお尻を押しつけてきた。僕のちんこが公平の中に入っていった。

（あったかいんだ……）

　なんとなくそんなことを感じた。そして、僕のお尻に穴に何かが塗りつけられる。

　そして、僕の中に洋平が入ってきた。

　僕は公平の中に入ったまま、洋平に入れられた。










「先生、ありがとうございました」

　おばさんが仰々しく言った。

　おじさんとおばさんが帰ってきたとき、僕はいつものようにこの二人に勉強を教えている最中だった。

　ただ、僕は洋平のブリーフを、洋平は公平のブリーフを、そして僕のブリーフを公平が履いていることだけがいつもと違っていたけど……




　そう、結局、僕はＰ２ゲット大作戦に失敗したんだ。




　でも、まぁ、いいや。こうして今、僕ら三人はお互いのパンツを交換しあってるんだから。パンツだけじゃない。僕らはお互いの穴も使いあうんだ。それってＰ２ゲット大作戦よりも、もっとすごいことなんだから。

【Ｐ２ゲット大作戦　完】


　　あとがき




　本ファイルは、電子書籍ファイル（EPUB3形式）の動作確認のために作成したものです。

　動作確認用サンプルですが、著作権はむつみにありますので、無断複製・転載等については禁止いたします。




　本ファイルにて、電子書籍の動作と機能（目次、文字の大きさ変更、フォント変更、行間等の変更など）をお試し下さい。なお、これらの機能については、デバイス、ソフトウェアまたはアプリケーションによっては動作しない場合もありますのでご了承願います。




なぞのむぅ大陸　むつみ








Ｐ２ゲット大作戦
（動作確認用サンプル版）
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